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e(X) = w・sup{IDI : DはXにおける discrete閉集合｝，




















L(S x S) = e(S x S) = 2w > w = L(S) = e(S). 
これに対して，次の自然な問題が提起される。






(1) e(X x Y) = (2テ＝吟 (Shelah1978 and Hajnal-Juhasz 1980, see [10], [3]), 
(2) e(X x Y) = 2w1であり， 2w1は2wに関わらず任意に大きくできる (Gorelic,
1994 [2]). 
最近では次の結果が示されている。
定理1.5(Usuba 2019, [1]). コーエン強制概念Cによるジェネリック拡大におい








問題3.どのような位相空間X,Yに対して， e(Xx Y) = e(X)・e(Y)が成り立つか？


















極限順序数μに対して，関数C:cf(μ)+ 1→ μ+lがa< (3ならばc(a)< c(f3)で
あり，任意の極限順序数'Y:S cf(μ)に対して c('Y)= sup{ c('Y') :'Y'<'Y}となり，さ








(2)任意のμ,V'.S入で，"'=cf(μ) = cf (v) > wかつ c―1(Anμ) n d-1(B n v)がk
で非定常的あるものに対して（ここで， cおよびdはそれぞれμおよびuの標準関
数とする），次のどれかが成り立つ：
(i)もし μ(/_Aかつ v(/_Bならば， Anμがμで非定常的かまたは
Bnvがvで非定常的となる。
(i)もし μEAかつ Vtf_ Bならば， Anμがμで有界かまたは
Bnvがvで非定常的となる。














定理3.1(Pasynkov 1975, [9]). X, Yを完全正則空間とする。もしXxYが長方形
的ならば，不等式dim(Xx Y)::; dimX + dim Yが成り立つ。
しかし，この定理以外で有効な結果は，あまり見られなかった。ところが，順序
数の部分空間による積空間に関して，次の結果が証明された。












































空間Xが強族ハウスドルフとは， Xの任意の closeddiscrete subset Dに対して，





て，もしAxYが強族ハウスドルフかつ長力形的ならば，等式e(Ax Y) = e(A)• e(Y) 
が成り立つ。
定理5.1と[5,Theorem 8.18]から，直接に次を得る。
系5.2.順序数の部分空間 A および GO—空間 Y に対して，もし AxY が長方形的
ならば，等式e(Ax Y) = e(A)・e(Y)が成り立つ。
定理5.1と[5,Theorem 7.11]から，直接に次を得る。
系5.3.順序数の部分空間Aおよび単調正規空間Yに対して，もし AxYが正規
かつ長方形的ならば，等式e(Ax Y) = e(A)・e(Y)が成り立つ。
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